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Science and Technology Agency）の科学館ポータルサイト 日本科学館めぐりのウェブサイト：
http://museum-dir.jst.go.jp/index.htm に登録されている 623 館（2005 年 12 月時点で登録
されていた館数）の科学系博物館を調査対象館としてアンケートを行った（2005 年 11 月～12
月）。アンケート回収率は 59.1％（368 館）であった。 
 
２． 本調査における主な調査項目 


























(2) 博物館・科学館の 80％以上の館が大人を主要な来館者と考えている。 
・ 自館を大人向けの施設として認識している館は全体の 31.3％で、大人・子どもの両方の施


















展示では 29.7％（複数回答で得た総計 158 ポイント中 47 ポイント）、プログラムでは 16.1％
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1平成 14 年度「通信利用動向調査」、2004。 
2インターネット白書 2005、財団法人インターネット協会、2005。 
3 渡辺政隆・今井寛、「Discussion Paper No.39 科学技術コミュニケーション拡大への取組みについて」、
文部科学省 科学技術政策研究所、2005。 
4 脚注２に同じ。 





























コレラは日本でも猛威を振るっており、50 日間に 4 万人余の入館を記録した（国立科学博
物館、1977）。11 この「コレラ病予防通俗展覧会」の後も、「天然痘予防展覧会（1918）」











8 Science & Engineering Indicator 2006, “Chapter 7: Science and Technology: Public Attitudes and 
Understanding”, 2006※データは 2001 年収集。.: http://www.nsf.gov/statistics/seind06/c7/c7h.htm  
9 脚注１に同じ。 
10 Japanese Council of Science Museums, International Symposium, The Role of the Science 
Museum/Center Network in informal Science Learning, “Science Museums in Japan,” 2000. 
11 国立科学博物館、「国立科学博物館百年史」、1977 年。 









































                                                  
12 脚注２と同じ。 




独立行政法人 独立行政法人科学技術振興機構（Japan Science and Technology Agency、












問１－１． : 地域の特色を活かした展示・プログラムがあるかどうか 
問１－２． : 地域の特色を活かした展示・プログラムが館全体の展示及びプログラムに
占める割合と増減の傾向について 




問２－１．  問２－２．  : 館が大人向けかどうか 


























は 236館、全国科学館連携協議会（連携協）に 176 館の登録がある。JSTの日本の科学館め





























く、次いで中部地方が 82 館、近畿地方が 64 館であった。最も少なかった地区は、四国地


























東北地方（青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県） 
関東地方（茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県） 
中部地方（新潟県 富山県 石川県 福井県 山梨県 長野県 岐阜県 静岡県 愛知県） 
近畿地方（三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県） 
中国地方（鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県） 
四国地方（徳島県 香川県 愛媛県 高知県） 
九州・沖縄地方（福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県） 




館（22.6%）であった。次に多かったのが、入場者数 10～20 万人の館で、69/368 館（18.8%）、
























図 ３-２ 年間入場者数の内訳（Ｎ＝368） 












図 ３－３ 大人・子どもの割合（N=368） 
 
（４）女性・男性の割合 
女性/男性の割合については、368 館中 283 館より回答があった。来館者に占める女性の









図 ３－４ 女性・男性の割合（Ｎ＝283） 
 
  
















図 ３－５ 県内/県外の割合（N=225） 





















で 49 ポイント、3 番目は大人で 15 ポイントであった。 








































































では 31 館（19％）であった。また、地域の特色を活かした展示が全体に占める割合が 1/3



















と回答した館は、展示では 43 館（18％）、プログラムでは 48 館（29％）であった。こう
した展示・プログラムの数には変化がないと回答した館は、展示では 185 館（80％）、プ
ログラムでは 113 館（68％）であった。また、減少していると答えた館は、展示、プログ































地域の特色を活かした展示(N=233)  地域の特色を活かしたプログラム(N=166) 
 









展示 増 変わらない 減 総計
増 2 17 3 22
変わらない 20 66 3 89
減 1 3 3 7
総計 23 86 9 118  
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  大人を呼ぶ工夫(有) 大人を呼ぶ工夫(無) 無回答 総計 
小型館 13 41 3 57 
中型館 67 101 7 175 
中・大型館 73 45 4 122 
大型館 6 0 0 6 
総計 159 187 14 360 
 
館の規模について回答いただいた館は 360 館。そのうち、大人を呼ぶ工夫をしている館
は、年間入場者数が 10 万人以上 100 万人未満の地方の中堅どころの館が最も多く、73 館
であった。また、首都圏を中心とした国立系の博物館や大型水族館などの大型館の６つの
問２－３．展示や教育にプログラムにおいて大人を呼ぶ工夫をしていますか 












素を抽出し、整理したものである。最もよく行われていた工夫は、以下の 8 点である。 
 

































































































































 このマリアン・コシュランド科学館で 2004 年開館以来行われてきたイベント及び現在行われる予定のイ
ベント（2004 年：５イベント、2005 年：18 イベント、2006 年：12 イベント（2006 年 5 月までの予定）











大人の興味を引くための工夫項目 イ ベ ン ト
数 
１：ピザやワインなど食べ物・飲み物を用いたもの  ９ 
２：気候変動や温暖化をテーマとしたもの  ８ 
３：映画や映像を用いたもの  ５ 
４：ＤＮＡをテーマとしたもの  ５ 
                                                  
14 http://www.koshland-science-museum.org/ 
問２－５．大人を呼ぶために工夫した展示やプログラムの反響 




６：記念イベント  ２ 
７：ガーデニング  ２ 
８：サイエンス・カフェ  １ 
９：サイエンス・クイズ  １ 












































       大人向けの展示            大人向けのプログラム 
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回答を除く全体の 19％）、プログラムの場合は 38 館（無回答を除く全体の 27％）であっ
た。こうした展示・プログラムの数には変化がないと回答した館は、展示については 98 館
で（無回答を除く全体の 76％）、プログラムについては 92 館（無回答を除く全体の 67％）
であった。また、減少していると答えた館は、展示では 7 館（無回答を除く全体の 5%）で








ぞれ 26 館・18 館）で各館が工夫していることがうかがえる。 
 
表 ４－６ 展示とプログラム増減のクロス集計（N=１６６） 
　　　　　　　　　　　　　プログラム
展示 増 変わらない 減 総計
増 4 6 1 11
変わらない 18 14 1 33
減 26 92 4 122
総計 48 112 6 166  
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総計 158  
*複数回答の為、合計数は回答館数と異なる。 
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で、回答ポイントの合計数は 273 であった。データ集計の結果、22 のテーマ・要素に分類



























                                                  
16中原中也が詠んだ歌でボートに乗っている恋人たちが月の動きを観察して様子を詠ったものを分析し、
デートの間何時間経過しているかなど天文学的な考察（平成 18 年 2 月 9 日：インタビュー調査より）。 
問２－７．大人を呼ぶために工夫したプログラムの具体例と分類 
  41 
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「歴史」 
１）長野盆地の 10 万年～暮らしと環境のメッセージ～：長野盆地における生活環境の変容
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  46 
味がある層という異なる層の獲得に成功する。食玩との関連でいえば、国立科学博物館の
新館グランド・オープンの際に、研究者の監修で 12 種類の異なるフィギュアを国立科学博












                                                  
17 問２－７．大人を呼ぶために工夫したプログラムに関する設問では、北海道海鳥センターが
「野に万葉の花を訪ねる」というプログラムを実施していると回答している。 
















































































この設問には、67 館から複数回答の全体数 143 ポイントの回答を得た。これまでのテーマ・
要素と同じように、「自然」に関する展示が最も多く、複数回答の全体数 143 ポイントのう
ち 33 ポイントであった。2 番目に多かったテーマ・要素は「ハンズオン」で 25 ポイント
である。「ハンズオン」が子どもだけでなく、大人にも有効な手法であることが推測できる。
これに続き、「フィールド・体験（野外）」が 16 ポイントであった。次いで、「星・天文」







































































































































































































22 心理的効果 1  
*複数回答の為、合計数は回答館数と異なる。 





















































































                                                  
18小谷正一監修、「世界の博物館は、いま－21 世紀の科学館をめざして－」、p.186、株式会社 新
紀元社、1984 年。 
19 NPO 法人 市民科学研究室 科学館プロジェクト、「全国科学館 扱いテーマ」調査報告書、同
法人、p.39、2005 年。 










































                                                  
20渡辺政隆・今井寛、「Discussion Paper No.39 科学技術コミュニケーション拡大への取組みについて」、
文部科学省 科学技術政策研究所、2005。 
 






























































































































































































































































  61 











































































  64 



















  66 
 
 67 
平成 17 年 12 月 5 日 

































２． FAX 03-5220-1252 







文部科学省 科学技術政策研究所  

































大人（    ）％ 
こども（    ）％ 
（女性／男性） 
＊カッコ内にご回答ください。 
女性（    ）％ 




県内＜地域内＞ （    ）％ 





１．（   ）大人 
２．（   ）子ども 
３．（   ）すべて 





１．（   ）地方公共団体 
２．（   ）公的法人 
３．（   ）民間 
４．（   ）その他（記入：             ）
 
本アンケートの 1ページから 6ページまでの該当個所にお答えいただき、お手数をおかけいたしますが、 
同封の返信用封筒をお使いになるか、下記までメールもしくは FAX で送信いただけると幸いです。 
 
担当：清水麻記（文部科学省 科学技術政策研究所 第２調査研究グループ） 







  70 
☆貴館の現在の活動状況をお聞きするものですので、記入される方の主観でご回答頂いてけっこうです。 
 
問 1-1. 地域の特色を活かした展示（常設・特別展）やプログラムはありますか。カッコ内に○をつけてください。 
１．（   ）ある                  ２．（   ）ない 













 数 全体に占める割合 増えているか・減っているか？ 
展示 （      ） １．（  ）全て 
２．（  ）半分 
３．（  ）3 分の 1 以下 
１．（  ）増えている 
２．（  ）横ばい状態である 
３．（  ）減っている 
プログラム （      ） １．（  ）全て 
２．（  ）半分 
３．（  ）3 分の 1 以下 
１．（  ）増えている 
２．（  ）横ばい状態である 
３．（  ）減っている 
 




１ 展示タイトル  









１ プログラムタイトル  
２ プログラムの概要  
３ プログラムの頻度 
 
１．（  ）単発    ２．（  ）年に数回 
３．（  ）月に１回  ４．（  ）週に 1 回 
５．（  ）その他（記入          ） 
４ プログラムの継続性 
*何年続いているか 
１．（  ）今年はじめての企画 




「ない」の方は p.3 の問 2-1.「大人を意識した展示・
プログラム」についての項目に進んでください。 
 











問 2-1. あなたの館は大人向けだと思いますか。 
１．（   ）はい                  ２．（   ）いいえ 
  











１．（   ）している                  ２．（   ）してない 














問 2-5. 大人を呼ぶことに対して工夫した展示（常設・特別展）・プログラムの反響はどのくらいうまくいって 
いますか。あてはまる番号のカッコ内に○をご記入ください。 
１．（   ）大変うまくいった 
２．（   ）うまくいった 
３．（   ）ふつう 
４．（   ）うまくいかなかった 
 





「している」の方は問 2-4 から問 2-7
までお答え頂き、p.5 の問 2-8．へ進
んでください。 
「していない」の方は p.5 の問 2-8.
まで進んでください。 
                                               
                                                
                                                
 
2．大人のための展示（常設・特別展の両方を含む）・プログラムについて 
  72 
 全体に占める割合 増えているか・減っているか？ 
大人を呼ぶ工
夫をした展示 
１．（  ）全て 
２．（  ）半分 
３．（  ）3 分の 1 以下 
１．（  ）増えている 
２．（  ）横ばい状態である 




１．（  ）全て 
２．（  ）半分 
３．（  ）3 分の 1 以下 
１．（  ）増えている 
２．（  ）横ばい状態である 
３．（  ）減っている 
 























１．（  ）単発    ２．（  ）年に数回 
３．（  ）月に１回  ４．（  ）週に 1 回 
５．（  ）その他 （記入          ） 
プログラムの継続
性*何年続いているか 
１．（  ）今年はじめての企画 








問 2-8. 貴館おいて過去 5年間程度の間に、もともと大人を呼ぶために工夫をしたわけではない展示・プログラム 
の中で、予想に反して大人の参加者が多かった、もしくは大人に人気があったというプログラム・展示は
ありますか。 
１．（   ）あった                  ２．（   ）なかった 







いただき、p.6 の問 3-1. 
「科学館・博物館のアート・オブジェ」
についての項目に進んでください。
「なかった」の方は p.6 の問 3-1. 
「科学館・博物館のアート・オブジェ」
についての項目に進んでください。 




























１．（  ）単発    ２．（  ）年に数回 
３．（  ）月に１回  ４．（  ）週に 1 回 
５．（  ）その他 （記入          ） 
プログラムの継続
性*何年続いているか 
１．（  ）今年はじめての企画 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































①Pizza and Prose, with Julie Wakefield, November 8, 2005
②Pizza and Prose, with Dr. Robert Hazen, September 13, 2005
③Pizza and Prose, with John D. Cox, July 12, 2005
④Pizza and Prose, with Debra Niehoff, May 10, 2005
⑤Subs and Prose, with Susan Okie, March 9, 2005
⑥Sipping Science - An Evening of Red Wine Tasting and Wine
Science, February 17, 2005
⑦Sipping Science - An Evening of Red Wine Tasting and Wine
Science, February 17, 2005
⑧Strange Brew: Yeast Genetics and the Evolution of Beer Styles,
March 30, 2006
⑨The Science of Chocolate, April 6, 2006
9
計 ①Is it Going To Snow? The Science of Predicting Washington's
Weather and Global Climate, November 18, 2005
②Lunchtime Discovery: Impact of the Earth-Sun System, October
27, 2005
③There's a Storm Brewing: Hurricane Forecasting, September 14,
2005
④Special Presentation on the Indian Ocean Mega-Tsunami,
February 7, 2005
⑤Warm Up: Mix and Mingle at the Koshland Science Museum,
February 15, 2006
⑥Greening the Built Environment as a Response to Climate Change
-, February 9, 2006
⑦Winter Wonderland: Penguins and Polar Bears, January 28, 2006
⑧North Pole: Perils and Puzzles; Andy Revkin, New York Times
Reporter, May 13, 2006
計 8
①Communicating Science Through Film: An Evening with Alex
Singer, September 27, 2005
②Communicating Science with David Clark: Recreating the Past,
Exploring the Future, February 22, 2006
③Envisioning Science: Felice Frankel, MIT Research Scientist and
Photographer, May 11, 2006
④Science Through Film, January 27, 2005
⑤Communicating Science Through Print and Radio: An Evening with








①Murder at the Museum: A Crime Scene Investigation, August 20,
2004
②Clue: Solve the Mystery with DNA and Forensic Evidence, Part I,
November 17, 2005
③Stories of Descent: Deep Genealogy, July 21, 2005
④DNA Jewelry, June 11, 2005
⑤Family Science: Origami and DNA, Unfolding Life's Mysteries, April
29, 2006
計 5
①Family Open House November 20, 2004
②Senior Citizen Open House November 7, 2004
計 2
①Grand Opening, April 23, 2004
②Celebrate Our First Year Anniversary with a Day of Free Events,
April 23, 2005
計 2
①Green Design: Rooftop Gardens for a Sustainable City, Part 1,
May 24, 2006
②Green Design : Rootop Gardens for a Sustainable City, Part 2,
May 25, 2006
計 2
８：サイエンス・カフェ ①Science Café: Alternative Energy, April 22, 2005
1
９：サイエンス・クイズ ①Science Trivia Night, March 23, 2005
計 1

























マリアン・コシュランド科学博物館 The Marian Koshland Science Museum 
   http://www.koshland-science-museum.org/index.jsp 
 
（１）対応者：Erica C. Shugart, Ph.D.(オンラインメディア及び教育部部長） 










































































































































































                             
２．牛の博物館（岩手県） 
 

























































































































































































訪問日：2006 年 2 月 8日 
対応者：企画・運営担当  
 
① 設立経緯                                                               




業名を入れる等）や寄付金等。                                          
・ 支出としては、場所代（福岡の比較的中心部にあるブランド系のビルの地下２階）が
約半分を占める。                                                                             
・ 産業育成の観点もある。福岡市には元々工場は少く、企業誘致が進まないため、ベンチ   
ャーを育てて行こうという機運が高まった。      
・ ロボットはその裾野の広さから、次世代の自動車産業と言われている。公募・抽選でベ  
ンチャーラボを募集し、教育用ロボットの会社が設立された（日本ロボテック）。ここ
のキットを、福岡大や九大などの大学や高専や中学校、更には埼玉の公立小学校など
様々な学校で使われている。                                
 
② 運営                                                                   
・ 運営は外部有識者が集まった委員会で行われている。副委員長はソニーの北野氏で、月  
に何回か来てもらってアドバイスをもらっている。           
・ 運営委員会事務局長は、福岡市産業政策部長が兼任。                        
・ スタッフ平日２名、土日は４名。うち教育・普及担当は１名。責任者は市の職員。他は  
派遣の形態。                                                               
・ ボランティアはいないが、大会の審判を一般の方にお願いすることがある。    
 
③ 入館者                                                                  
・ アクセスは良い。地下鉄から直接ビル内に入れる。ＪＲ博多駅から５分、福岡空港から  
１０分で来れる。                                                    
・ 年間入場者数は約１３万人。昨年度から今年度にかけて飛躍的に伸び、既に１２月の時 
点で昨年度の年間実績を上回っている。                                
・ 世界で唯一のロボット専門の科学館のせいか、日本のみならず海外からの来館者もある 
（例：韓国の高校生の科学研修）                                     
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・ いわゆるオタクというわけではないが、新しもの好きが集まる。                                
・ 比較的目的をもった人が来ることが多いせいか、モノが盗まれたことはない。ロボット 
には、触れるようにしている。                                                
・ 買い物ついでに寄っていく人も多い。リピーターが半分以上。天神（福岡市最大の繁華  
街）だと落ち着かないが、ここは少し外れているのでちょうどよい（昔の商店街の再
開発地区）。 
・ 隣の劇場である博多座帰りの老夫婦もけっこういる。AIBO が人気。動物飼いたいけど、 
自分が死んだ後が心配。まずここで見て・・・という感じ。ソニーが協力してくれて
きた。同社のロボット分野からの撤退は痛い。   
                                                      
④ 展示・イベント                                                          
・ AIBO フェアは、スクエア責任者の新川氏がソニーと付き合いが有ったことからきっかけ          






の試作器から最新のスケルトン AIBO まで、歴代の AIBO を展示した。展示品は、ソニー
が持ち込んだものもあれば、自前の品もある。ソニーの人が、AIBO の歴史や仕組みにつ
いてレクチャーした。            
・ 期間中の入館者は、平日１０００人、週末１５００人で、通常の５割り増し。アメリカ   
本土やハワイから参加した人もいた。                                                           
・ このようなイベント参加者は、男性の方が多いが、女性もけっこう多い（特に AIBO）。  
特別に女性に的を絞った展示はしていない。子どもは男の子で、その母親が来る。Ｏ
Ｌなど。また、男性は、大学生、企業関係者など様々。                                   
 
⑤ 教育プログラム                                                              
・ 教材として見ると、パソコンはコンピュータソフトだけなのに対して、ロボットはコ
ンピュータ＋もの作りとなるところが異なる。                            
・ 毎年開催されるロボットの格闘技イベントなどを見ているうちに、うちでも  
やろうと思い開催に至った。従来は自前のロボットや、九大院生のロボットが参加し
ていたが、今年３月の大会は一般からの持ち込みを公募する予定。                                  
・ ふくおか子供病院やがんセンター小児病棟などにも出張して子供達にロボットを見せ   









と手作り、落としても大丈夫、電磁シールド等。）                                                 
・ ロボットを使った理科教育ができる教員を養成するため、熱意ある中学校教員を集めた  
ところ、九州全域から集まった（逆に言えば、福岡だけでは集めきれなかった）                      
・ 小学校でロボットを見てもらおうという企画を立てたが、年間カリキュラムが決まって   
いるせいか、なかなか協力が得られなかった。                                                    
・ 子どもはロボットに興味が有るが、教員は必ずしもそうではない。教員の中にはドラ




た。                                                                                        
・ 文科省の助成金を獲得している。地域子供促進事業で、「科学館を子供の居場所」にし
よう」という企画である。全国で約１００館が参加している（運営：子供メディアフ
ォーラム）                                                                                    
・ 身体表現プログラムについては直接無いが、ロボカップのダンス部門で一緒に踊る子供   
もいる。また二足歩行プログラミング教室では、片足立ちなど自分の体で確認するこ 
とがある。 
                                                                    
⑥ 企画                                                                   
・ 企画は、基本的には職員皆でアイディアを出し合う。ロボット関係者や単にロボットが  
好きで、ふらりと遊びに来たりする人が出してくれたアイディアを使うこともある。 
・ 企業がここに来て企画を練ることもある。ダイキンのキャラクター「ピジョンくん」の  
ロボット（しずく）はその一例。においを嗅ぐとパンチするロボットで現在全国をキ
ャラバンで回っている。 
                                  
⑦ 情報発信                                                                         
・ 館長が報道への情報発信に熱心。無料の情報誌を市の記者クラブに投げ込むなどして
いる。  
・ プレスへの取材が良く入るし、こちらから持ち込むことも。地元のテレビや新聞などは、   
１～２週間に１度は、取り上げられる。                                      
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来る。                            
 
⑧ レストラン・ショップ                                                    
・ ロボットグッズを売るショップがある。                                    
・ レストランは無い（ビルの５階はレストラン街）                            
 
⑨ 今後の課題                                                              
・ 負担金は、福岡市からが大半。他の競争的な助成金を獲得するなどして、これを少しで   







訪問日：2006 年 2 月 9日 
対応者：館長、企画担当 
 
① 設立経緯                                                                







名で、他は非常勤。企画はＮＰＯに委託し、経費を削減した。                                      
・ ちなみに大牟田の人口は最大約 21 万人の炭鉱の町だったが、現在は約１３万人の化学   
  コンビナートの(港湾)都市となっている。                                                        
 
② 来館者                                                                  
・ バス路線が無いので苦しい面もある。                    
・ 来館者は年１万４千人、うち有料者は１万１千人(いずれも 16 年度)。 
                  
③ 企画                                                                   




・ 単に科学館としてではなく、公共施設としても活用している。ピアノやギター、バイオ  
リンのコンサート、葦ペン画展や写真コンテスト、夏休み自由研究展なども行っている。 
 (化石発掘体験は NPO 等の事業) 
④ 教育                                                                    
・ レイルクラブと連携して、ミニ蒸気機関車を走らせた。人気が有る。      
・ 「体験コーナー大集合」という企画もやった。有明高専との協力により、ダルマストー  
ブでの発電や、電池工学会による乾電池作りなど。                        
・ 小学校への出張授業では、総合学習で石炭について話した。先生も含めて、石炭につい
ては意外と知られていない。                                 
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・ 「石炭なんでも学習」は、ボランティア対象。元炭坑マンも含めて７人登録。ボランテ   
ィアは団体対応、展示補足などをする。                                  







訪問日：2006 年 2 月 9日 
対応者：館長、学芸員 
 
① 設立経緯と概要                                                          
・ 市政６０周年を記念した町作り事業の一環。防府市としては、歴史だけでなく、未来も  
見えるような施設としたかった。                                                    
・ 「太陽の恵み」をテーマにしているのは、昔この地域に塩田がたくさん有ったから。 




・ 年間４万人が来館。防府市の人口が１２万人であることを考えると、これはまずますの  
数字だと思う。春から夏は企画展が多く、来館者も増える。  





れぞれ内容を考える。                                      
・ 夏休みの小中学生を対象としたイベント「おもしろサイエンス」は、比較的長く１ヶ
月間にわたる夏のお祭り。講師は、小・中・高・高専・大学の教員が担当。                          




④ 教育                                                                    
・ 従来の対象では小中学生中心であったが、「青少年」科学館ということもありもっとト
ータルに科学普及を行いたいと考えた。そこで、広く青少年を巻き込んだ「中原中也









⑤ アメニティ・スペース                                                            
・ ショップは有り。                                                       
・ レストランは無い。天気の悪い時、団体で訪れた子供達が食事をする場所が無い。 
・ 全体的にスペースが無く、サイエンスショーや工作をする場所の確保が困難。座る場所   























































































































訪問日：2006 年 2 月 21 日 
対応者：トヨタ博物館学芸グループ長  
 
①設立経緯と概要 
・ トヨタが創立５０周年記念を迎えるに当たり、トヨタ車のみならず全てのガソリン自動
車を対象として、19世紀後半からのガソリン自動車の普遍的な歴史や文化について伝え
ることを目的とした博物館を企画。５年間の準備を経て、１９８９年にオープン。 
・ 現在は愛知万博の際、出来たリニアモーターカーと高速道路のためアクセスは良くな
ったが、創立時には何も無かった。 
 
 
② 職員 
・ 現在博物館で直接採用したプロパーは１名だけ。元々設立検討時に設置された設立準
備委員会のメンバーは、トヨタの各部署から人事異動により集められた。ちなみに、
学芸グループ長はトヨタでは海外向けの商品企画を担当していたが、希望がかなって
９６年に博物館へ異動した（同館はトヨタの一部署） その後、通信教育で学芸員の資
格を取得したとのこと。 
・ 学芸員グループは１５名。うち学芸員有資格者５名（女２、男３）、自動車整備スタッ
フ４名、嘱託３名、あと庶務と司書。 
・ 広報普及グループ４名。年４回の機関誌発行、マスコミ対応、クラシックカーフェス
ティバル等を担当。 
・ 総括グループ７名（うち１名派遣）は入館者対応等。あと博物館運営会社のトヨタエ
ンタープライズの管理を担当。 
・ 一般のボランティアはいないが、クラシックカーの試乗会では、社内からのボランテ
ィアを集める（なお、１９３０年代までのクルマは、現代のマニュアルミッション車
の運転できればＯＫ） 
 
③ 展示傾向と来館者 
・ 展示内容の説明はそれぞれ短いが、ガソリン車の変遷史については、クルマを見れば
分かるようになっている。更に詳しい情報が欲しいという場合は、提供することは可
能。現在資料検索システムを準備中。 
・ 開館当時は研究成果を企画展で展示するといったようなアカデミックな傾向だった。
けれども、ここ数年は「まずは親しんでもらおう」との姿勢。とにかく来館者が楽し
んでいって欲しい。 
・ このような方針の変更は、一時期の年間来館者数の低迷が関係している。１７万人ま
で低下したが、現在は２０万人台を回復。 
・ いくら調査研究をやっても、足を運んでくれなければ意味が無い。足を運んでくれれ
ば、更に「一度では見切れない」とリピーターになってくれる。 
・ 「クルマ」「クルマ」では、人は来ないため、クルマと時代背景やファッションをリン
クさせた。企業の博物館ということもあり、常に社会の動きを観るようにしている。 
・ 現在開催中の「一枚の写真展」では、一般からクルマと関わりのある家族の写真を公
募した。博物館の活動に参加することで、博物館に親しみを覚えてもらえる。また当
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館にとっても当時の時代背景を知る手がかりとなる。 
・ ちなみに展示車数は約９０台。レプリカも含めて全て実際に走ることが可能。 
 
④ 子ども向け・大人向け 
・ 子ども向けのセルフガイドを用意している。 
・ 大人に人気のある自動車の先端に付けるカーマスコットのコレクション展示コーナー
は、自動車文化を表すものとして設置（もともとＡＶルームだったが利用者が少なか
ったので変更） 
・ バックヤードツアーでは、収蔵庫に在る２５０台のクルマを見学。春・夏２回行われ
るツアーの参加者は大人が多いが、親子連れも参加する。 
・ Ｔ型フォードの運転体験は１回に午前３組（各３人）午後３組だけ。２時間しか時間
が無いので、事前に資料を読んでイメージトレーニングをしておいてもらう。参加費
５千円。 
・ キッズガレージは子ども向けで模索中のもの。１年前に設置し、現在利用の状況を見
ているところ。 
 
⑤ 企画展 
・ ファッションとクルマなど、企画は皆でアイディアを出し合う。 
・ ここ１０年間は、年４回ペースで開催。 
a.春：文明史、自動車史 
b.夏：子ども向け（今年は「働く自動車展」） 
c.秋：クルマとアート 
d.冬：それ以外の収蔵庫展など 
・ 収集は、実用車が基本だが、華を添えるために６０年代以降の豪華車やスポーツカー
も入れている。本物を見られるようしている。 
・ 運転する、座ることができる、ジオラマを覗く等の体験型展示（結果としてはハンズ
オン）に努めている。 
・ ４月からの８０年代の自動車の企画展ではクルマの解説を劇で行うこととしている。 
 
⑥ ユニークな点 
・ 総合的な自動車博物館として真面目に体系的な展示を出していくよう心掛けている。 
・ 「トヨタだけどニュートラルに紹介」といった基本方針がしっかりしている。 
・ どうやったら楽しんで頂けるか、常に模索している。 
 
 
⑤ レストラン 
・ 社内パーティでは使われているが、一般向けには貸し出してはいない。 
・ 外国ではしばしば貸し出しが行われており、大きな収入源となっている。当館でも、
いずれやらなくてはと考えている。 
 
⑦ 今後の計画 
・ 開館から時間が経過して、展示車に比べると来館者（３０～４０代）が中心に育って
きた時期が時を経て新しくなってきている。子ども時代の記憶に対応するように、今
後は８０年代のクルマを揃えていきたい。 
 
